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「日本の人権獲得の歴史 中世・近世」
「迷信と部落差別」を学んで

いくつかの感想が寄せられてきました。

迷信は数え切れないぐらいあるので，何を言ったら

いいのか分かりませんでした。まさか迷信が差別につ

ながるとは思ってもいませんでした。しかも差別は何年

も続いています。この差別をなくしたいと思います。

６組MS

今回の資料は，「迷信と部落差別」。でも，みなさ

んの感想は，どちらかというと「迷信」についての話

題ばかりでした。「迷信」と部落差別にどんな関わり

があるのかを，はっきりさせておく必要がありそうで

す。

日本の差別の起こりや，そのなかで人権を獲得して

きた人々の歴史は，これまでに学んできたとおりです

が，江戸時代から明治，大正，昭和と，ここにこそ，

差別と闘ってきた歴史があると言っても過言ではあり

ません。ですから，実はこれからが大切な，人権獲得

の激闘の時代であると言えます。その具体は２・３年

生で学ぶとして，どうして「迷信と部落差別」か，で

す。

大切な点は２つあります。

まず１点目は，「しきたり・ならわし・言い伝え」

のなかに，人の気分を害するようなことがらが入り込

んでいて，それを頑なに信じ，その価値観で人を決め

つける人がいるということ。その価値観を人に押しつ

ける人がいるということ。そのなかに，被差別部落に

対する差別意識も絶妙に入り込んでいるものがあると

いうことです。部落に対して，「あそこの人は○○だ

から」とか，「あそこの地区は○○だから」といった，

よく知りもしないこと，自分が直接見聞きしてもない

ことを，さもよく知っているかのように，自慢気に言

いふらす，恥ずかしくて情けない人がいるということ

です。

２点目は，日本の歴史観に立って言えば，部落差別

をする意識のおかしさです。日本の伝統や芸術，工芸

や生活など，あらゆる分野において，その文化の土台

を築き，守り，発展させてきた被差別民衆。部落差別

をするということは，その歴史を否定することになり

ます。ということは，その歴史とつながっている現代

社会に生きる私たち自身を否定することになります。

今回までの部落差別の学習で，「ケガレ」という言葉

を知った。本当なら感謝しなければいけない人々を恐

れて差別をすることは間違いだと思う。これから差別を

つくらないようにするためにも，まずは身の周りの「感

謝」を考えていきたい。 ５組NK

今まで「当たり前」や「常識」だと思ってきたこと

を，人権の視点で見直してみようということです。時

代によって，「当たり前」や「常識」は変わってきま

す。人権が尊重される現代に合った「当たり前」や「常

識」に変えていかないと，つい最近話題になった人だ

けではなく，あなたや私も，情けないことや恥ずかし

いことを言ったりしたりしてしまうかもしれないとい

うこと。その陰で，嫌な思いをしている人がいるとい

うことです。

今まで迷信は面白おかしい言い伝えだと思っていま

した。でも今回の授業で，差別につながることもあると

知ってビックリしました。

丙午(ひのえうま)のことはちょっと聞いたことがあった

けど，より分かりました。その年に生まれただけで結婚

できないなんておかしいと思います。しかも女性だけ。

60年に一回のことだけど，その年に当たった人はつら

いだろうなと思いました。次の丙午の年は2026年。その

ときはこんな迷信なんか気にしないようになってほしい

です。これから新しい迷信が生まれないように，噂を鵜

呑みにしないようにします。 ６組IN

面白おかしくしてるだけなら，別にいいのかもしれ

ません。でも常に，「それが誰かに嫌な思いをさせて

ないか」と，気にかけておかないと，いつの間にか，

どこかで誰かを嫌な思いにさせているかもしれないと

いうこと。それだけならまだしも，エスカレートして，

あれやこれやと別な言い伝えにまで話が及んでいった

とき，いつの間にか人の気を害するようなことを言っ

てるかもしれないということ。そんな経験，今までに

もありませんでしたか？

丙午の話題についても，間違いなくその年が近づい

てくれば，話題に上るはずです。メディアは，人が食

いつくような話題はすぐに取りあげますから。そのと

きに，自分がどういった反応をするかです。そして，

その年に産まれた女の子をどう見るかです。嫌らしい

言い方をしてる人に出会ったときに，どう対処するか

です。そこが問われているのだと思います。

2026年なんて，すぐそこ。しかも，私たちが生きる

時代。「なってほしい」と，ヒトゴトではなく，確実

にワガコトの時代です。私たちがなくしていく覚悟を

もってみませんか。

迷信と差別について学習して，今までと「迷信」につ

いての考え方が変わりました。今までは「迷信には様

々な由来があって面白い」と思っていたけれど，今日の

授業で，「迷信は扱い方に気をつけないと人を傷つけ

てしまう怖いもの」と思いました。もちろん，「茶柱が立

つと縁起がいい」とか，「四つ葉のクローバーを見つけ

ると幸せになれる」など，人を傷つけない迷信もありま

す。でも，今日習ったような「丙午生まれの女は…」み

たいなのは良くないと思います。なので，不確かな情報

などは，周りに広めたりしないようにしようと思いまし



た。また，友達が不確かなこと(噂話など)を言っていて

も信じないようにしようと思います。 ６組HH

「信じない」だけではなく，おかしいと思ったこと

には「おかしい」と言えるような関係性をつくりたい

です。もしフラットな，上下のない関係なら，言えて

もいいんじゃないかな。せめて，「え～，私はこう思

うんだけど」と，反対のことや違ったことを言ってみ

るのも一つの方法です。そうすれば，少なくともエス

カレートはしなくなるかもしれません。少しはブレー

キがかけられるかもしれません。

「～ちゃんは頭がいいから何でもできる」だとか，「親

が亡くなったのか…不幸だな」とニュースを見て思った

り，今まで勝手に自分で決めつけていたことに，学習を

通して気づきました。これからはその人のことはその人

にしか分からないので，それを知ろう！という温かい気

持ちを持ちたいと思います。 ５組KH

□ ■ □

迷信などを信じる，信じないは自由だけど，人が嫌な

思いをすることは，絶対いけないことだということを知っ

た。この授業で知らないことはいっぱいあることを知っ

た。 ５組HA

そうなんです。人は知らないことだらけ。どれだけ

勉強すればいいのか。いや，どれだけ努力しても，す

べてを知り尽くすことはできそうにありません。なら

いっそのこと，やめてしまおうか…。

じゃなくって，より良く生きるために，より良い人

間となるために，より納得のいく人生を送るために，

人は学ぶのです。それは決して無駄なことではなく，

人としてカッコイイことではないでしょうか。

それと，本当に確かなことを知るには，本人や当事

者から直接聞くこと。現場を見ることだと思います。

本人から直接聞いているわけでもなく，その場にいた

わけでもないのに，それがさも本当のことであるかの

ように信じたり，人に言ったことはありませんか？「火

のないところに煙は立たない」と言いますが，伝言ゲ

ームのように，伝わっているうちに，本当のことでな

くなってしまうことはよくあるものです。つまり，知

らず知らずのうちに，間違った情報や嘘を広める片棒

を担いでいたのが，自分だったかもしれないというこ

とです。

昔のことや遠くのことなど，確かめることができな

かったり難しいこともありますが，やはり，自分の眼

で見て，自分の耳で聞いて，感じて，自分の頭で考え

ることです。

さて，江戸時代までの日本の差別と歴史を，少しだ

け学んできました。明治・大正・昭和については，２

・３年生で勉強します。また，迷信の中には部落差別

が絶妙に入り込んでいるものもあると言いました。で

は，この現代社会にも，本当に部落差別はあるのか。

どんな形であるのか。その渦中で生きている人は，今

どんな思いでいるのか。そのことを知り，感じてもら

おうと思い，３月17日に学年全体人権学習を企画しま

した。ゲストとして，二人の方を呼んでいます。

一人は30歳代の男性，シンジさんです。彼は，カッ

コイイ！すべてにおいて。生き方において。

もう一人は20歳代の女性，ハナちゃんです。彼女は

チャーミング！そして元気！

二人とも，中学時代から知っていて，人権を語り合

う中学生交流集会でもお話をしてもらいました。その

若者二人が，部落差別について何を語るのか，みなさ

んに聞いてもらいながら，「遠い，昔」のことを，「こ

こにある，いま」の問題として受けとめてもらえれば

と思います。

それに合わせて，みなさんに一つ宿題です。お家の

人に，部落差別について教えてもらってください。お

家の人は，育った場所やその時の状況にもよりますが，

おそらく同和教育(今の人権教育)を受けてきた世代だ

と思います。この機会に，お家の人と部落差別につい

て話し，教えてもらい，みなさんの学びにしてみてく

ださい。それを，当日(３月17日)までの宿題にしたい

と思います。そしてその内容や，これまでにしてきた

学習についての思いを，次に書き留め，当日の発表材

料にしてみてください。もちろん，当日お話ししてく

れる二人の感想も発表してくださいね。

今年度も，残り１週間となった，最後の企画です。

この１年間の学びをふり返る時間になれば，

この１年間の自分をふり返る時間になれば，

お別れする友達に思いを伝えられる時間になれば，

お別れする先生に思いを伝えられる時間になれば，

そんなあたたかい時間になれば，と思います。


